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持続不可能
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国連

持続可能な開発のための教育（ESD）の推進

Education for Sustainable Development

• 2015年～2030年

• 持続可能な開発目標

• Sustainable Development GoalsS

⇒持続可能な開発に関する世界首脳会議

SDGｓ

ESD
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これまでの実践・・・

教師主導 発問

やらされている
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課題解決
学習を調整

探究

ICT自由進度学習発問
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ESDの視点 協働的な学び

Ⅰ テーマ設定の理由 Ⅱ 研究目標 Ⅴ 研究の内容 Ⅵ 研究の実際 Ⅶ 研究のまとめ Ⅷ 考察 Ⅸ 研究成果と課題

Ⅰ テーマ設定の理由



１ SDGs達成に向けて主体的に学んでいく手立
てとしてのESDの推進と個別最適で協働的な
学びの研究を深める

２ ESDの視点を取り入れた学習指導を促進す
る社会科学習の実践と考察
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Ⅱ 研究目標



Ⅴ 研究の内容１
（１）SDGs達成を実現するためのESDとは

ESD
↓

地球規模の課題を
自分ごととして捉え、
その解決に向けて自
ら行動を起こす力を
身に付ける教育
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持続可能な社会
づくりの構成概念
（見方・考え方）

Ⅰ 多様性
Ⅱ 相互性
Ⅲ 有限性
Ⅳ 公平性
Ⅴ 連携性
Ⅶ 責任性

ESDの視点に立った学習指導で
重視する能力・態度
（育みたい力）

①批判的に考える力
②未来像を予測して計画を立てる力
③多面的、総合的に考える力
④コミュニケーションを行う力
⑤他者と協力する態度
⑥つながりを尊重する態度
⑦進んで参加する態度

Ⅴ 研究の内容１
（２）ESDで育成したい能力・態度について
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主体的・対話的で深い学び

個別最適な学び

協働的な学び

一体的に充実

指導の
個別化

学習の
個性化

自由進度学習
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Ⅴ 研究の内容１
（３）ESDで育む「持続可能な社会づくりを担う児童」とは

持続可能な社会
づくりを担う児童



学習進度を
選択

学び方の
選択

表現方法の
選択

Ⅴ 研究の内容２
（１）個別最適な学びにおける「指導の個別化」と「学習の個性化」
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学習を自分で選択・調整

Ⅴ 研究の内容２
（２）自由進度学習
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個別最適 協働的

Ⅴ 研究の内容２
（３）協働的な学び
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社会科学習
（問題解決型学習）

探究

批判的 多面的

総合的

Ⅴ 研究の内容２
（４）EＳＤの視点と社会科学習のつながり
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Ⅵ 研究の実際

社会科「国づくりへのあゆみ」（全９時間）

学習問題をつかむ（一斉授業）
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調べる（自由進度学習）

指導の個別化

学習の個性化
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考え・まとめ（協働的な学び）

①「どちらの時代に住みたいですか？」（検証授業）
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考え・まとめ（協働的な学び）

②「どちらの時代に住みたくないですか？」

それぞれの時代に課題を発見！

縄文 弥生 古墳
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１ 個別最適な学びとしての「自由進度学習」について

Ⅶ 研究のまとめ
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１ 個別最適な学びとしての「自由進度学習」について

自分のペースで進められるので
頭に入りやすい。
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２ 協働的な学びについて

Ⅶ 研究のまとめ

Ⅰ テーマ設定の理由 Ⅱ 研究目標 Ⅴ 研究の内容 Ⅵ 研究の実際 Ⅶ 研究のまとめ Ⅷ 考察 Ⅸ 研究成果と課題



２ 協働的な学びについて
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２ 協働的な学びについて

住んでみたい時代

住みたくない時代

弥生時代に「住みたい」から「住みたくない」へ
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３ ESDの視点を取り入れた社会科学習の有効性

今のままでは、将来世界がどうなるかわからない

大切に思う理由は、自分たちの環境、
生活を見直すことができる
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３ ESDの視点を取り入れた社会科学習の有効性
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Ⅷ 考察
（１）個別最適な学び

→自由進度学習により、自分のペースで学習を進められるよう

になり、教師も児童の実態を把握・支援しやすい。

（２）協働的な学び

→学び合う雰囲気の向上、多面的・総合的に考える力などが身

に付いた。

（３）ESDの視点と社会科学習のつながり

→社会科の問題解決型の授業展開により、SDGｓを自分ごと

として考え表現しようとする児童が増えた。
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個別最適な学び
（自由進度学習）

協働的な学び
ESDの視点を取り

入れた
社会科学習

持続可能な社会の創り手の育成
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１ 研究の成果

責任をもって
学習を調整

ESDの資質・
態度の向上

価値観・行動の変容
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２ 今後の課題

課題解決に対して、社会や経済の
仕組みに気づかせる！

ESDの推進を学校全体で！
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ご静聴ありがとうございました


